
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

     

 

 

 

 

 

銭湯 

  ある地域の銭湯から、常連客の様子が最近気になると地区担当にご相談がありました。その銭湯

は協力事業者による高齢者見守り事業に登録されていました。そこで、銭湯からの連絡内容を高齢

者あんしん窓口へ連絡し、ご本人の状況確認を依頼しました。 

 日々の見守りが変化の気づきや今後のサポートにつながりました。 

 

 

こんなところにもふくし
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が ～あなたの暮らしのすぐそばに～ 
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地域福祉活動だより 
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〜私たちが私たちらしく暮らせる地域づくりを 

みんなですすめようという意味を込めています〜 

ウイッズ 

地域福祉活動だより 【第 ３8 号】  令和 8年 2 月 1日 発行 

西宮市社会福祉協議会 地域福祉第２課 

（0798）23-1140 FAX（0798）23-3910 chiiki@n-shakyo.jp 

 

金森（浜脇・西宮浜）・大塚（安井）・矢野（今津南） 

廣末（上甲子園）・垣内（深津）・牧野（瓦木）・吉岡（甲山）・西邑（甲東）・南（甲武） 

谷（小松）・角（高須）・春（浜甲子園）・水名口（塩瀬）・構（山口） 
※（）内は、地域包括支援センター圏域を表記 

‘ 

高齢男性が、週 1 回の頻度で来店しており、通帳をなくしたと訴えがありました。銀行からは

再発行について案内をしたが、数分後には忘れている様子で何度も同じことを聞かれるという状

況でした。他にも通帳は泥棒に盗まれたという発言もあり、心配な様子でした。 

高齢者あんしん窓口には相談歴のない方でしたが、銀行との連携により本人宅を訪問すること

ができました。その後も、本人から許可を得て訪問がつづいています。 

西宮市協力事業者による高齢者見守り事業 

市内の店舗や事業所が協力（登録）を行い、日頃の業務の中で、『あれ？ちょっ

と気になるな…』と、高齢者の異変に気付いた時に担当の西宮市高齢者あんし

ん窓口に連絡する仕組みです。151 の店舗・事業所の登録があり（令和 7 年

11 月 14 日現在）、サポートを必要とする方の早期支援と見守りの輪が広がっ

ています。西宮市・西宮市社協・事業者の三者で連携し、民生委員・児童委員を

初め地域住民やボランティアなどの協力を得てすすめています。 

 見守りの事業の 1つをご紹介します 

 

 

他にもコンビニや新聞配達事業者、薬局など身近な場所で見守りが続いています！ 

詳
細
は
こ
ち
ら 

 



 

 

ご意見・ご感想は 

こちらまで。 

お待ちしています！→ 

 

地区社協活動紹介 

 

甲東地区の子育てサロン“ぴよぴよ”の 

取り組み「スリハピ」をご紹介します。 

日時：月曜日～金曜日 9：30～15：30 

場所：甲子園浦風町 1-1 

電話：0798-58-1622 

すまいるサロン春風 

 甲東地区では、子育てサロン“ぴよぴよ”にて Three Happy（スリハピ）という

活動が行われています。昔は兄弟姉妹が多く近所付き合いも今より深かったため、

洋服やおもちゃなどのお下がりをもらう事もよくありましたが、今はあまり見られ

なくなりました。そこで、“ぴよぴよ”で出会ったパパ、ママ達がつながってお互い

に助け合えるきっかけになればと、お子さんの服やおもちゃを持ち寄るスリハピが

考えられました。 

スリハピは、もとの持ち主も Happy、新しい持ち主も Happy、もう一度生かし

てもらう物も Happy の３つの Happy の意味が込められています。子どもたちは

成長が早く洋服の買い換えも頻繁になるため、多くの方に利用されています。お子

さんの着ている服を「これ、スリハピでいただいた服です！」と、うれしそうに話

してくださるお母さんもおられ、スタッフ（ボランティア）の方もHappyです。 

 

【甲東】 

 

すまいるサロン春風は、誰でも気軽に利用できる地域の交流スペースとして、2020年

4月春風地区にオープンしました。 

 サロンでは親しみやすいスタッフ（住民）が、利用者一人ひとりに声を掛けてくれるた

め、初めて一人で訪れた方も他の利用者と自然と交流しやすい雰囲気が生まれています。

こうしたスタッフの働きかけから、サロンでは普段離れた地域で暮らす利用者同士が日

常的にお互いを気遣い合う関係性を築いています。「最近、ちゃんと病院に行ってる？」

といった何気ない会話が交わされる温かく安心できる拠点になっています。 

 利用者の多くを高齢者の方々が占めていますが、「学校が長期休みの期間は、子どもも

気軽に来ることができる場所になれば」というスタッフの想いから、夏休みに子ども向け

のイベントを開催するなど、小さなサロンで世代を超えた大きなつながりが生まれるよ

うな居場所づくりを行っています。 

 

あなたのまちの 

（地域の常設型拠点） 

共生型地域交流拠点 

 

冬でも大人気！ 

「くずバー」 

 

認知症啓発講演会のお知らせ 

気温が低く寒い日が続きますが、暦の

上ではもう春が近づいてきているよう

です。春のような温かな見守りが地域

に広がるとうれしいですね。（H） 

 

編集後記 

若年性認知症当事者にご講演いただきます。 

日時：3 月 24 日（火）14：00～ 

場所：西宮市市民・大学共創プラザホール 

定員：100 名（先着順） 

申込受付開始：2 月 16 日（月）10：00～ 

申込方法：二次元コード・FAX 

お申込みは 

こちら 

 
共生型地域 

交流拠点とは？ 


